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１．道路メンテナンスを取り巻く現状

２．道路施設の点検状況

３．地方公共団体に対する支援

４．道路メンテナンスセンターについて

本日の内容
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１．道路メンテナンスを取り巻く現状
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東北の道路種別別の橋梁数

高速自動車国道

約3,000橋

(4%)
直轄国道

約4,500橋

(6%)

補助国道

約5,000橋

(7%)

都道府県道

約11,300橋

(15%)

市町村道

約50,100橋

(68%)
橋梁

約7.4万橋

地方公共団体管理
約6.7万橋
(約9割)

【道路種別別橋梁数】

※道路メンテナンス年報（2022.3末時点）

○ 東北地方には橋梁が約７．４万橋あり、このうち、地方公共団体が管理する橋梁は
約６．７万橋と、約９割を占めている

（全国:約73万橋）
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東北の道路種別別のトンネル数

高速自動車国道

約170箇所

(15%)

直轄国道

約250箇所

(21%)

補助国道

約320箇所

(27%)

都道府県道

約260箇所

(22%)

市町村道

約170箇所

(15%)

トンネル
約1.2千箇所

地方公共団体管理
約750箇所
(約7割)

【道路種別別トンネル数】

※道路メンテナンス年報（2022.3末時点）

○ 東北地方にはトンネルが約１．２千箇所あり、このうち、地方公共団体が管理するトンネルは
約７５０箇所と、約７割を占めている

（全国:約1.1万箇所）
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市町村

県・政令市等

高速道路会社

国土交通省

建設年度別の橋梁数（東北）

（橋）

橋
梁
数

2022時点 31%
(約1.7万橋)

2032時点 58%
（約3.2万橋)

【建設年度別橋梁数】

※建設年度が判明している約 5.4万橋で整理
※この他、古い橋梁など記録が確認できない建設年度不明橋梁が約 1.9万橋ある

建設年度

31%

58%

77%

2022時点

2032時点

2042時点

【建設後５０年を経過した橋梁の割合】

○ 東北における建設後５０年を経過した橋梁の割合は、現在は約３１％であるのに対し、
１０年後には約５８％となり、今後、橋梁の高齢化が急速に進行

（年度）

・1945年 戦後
・1964年 東京オリンピック
・1965～70年 いざなぎ景気
・1970年 大阪万博
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市町村

県・政令市等

高速道路会社

国土交通省

建設年度別のトンネル数（東北）

（箇所）

ト
ン
ネ
ル
数

【建設年度別トンネル数】

※建設年度が判明している約 1,100箇所で整理
※この他、古い橋梁など記録が確認できない建設年度不明橋梁が約 20箇所ある

建設年度

16%

32%

51%

2022時点

2032時点

2042時点

【建設後５０年を経過した橋梁の割合】

2022時点 16%
(約180箇所)

2032時点 32%
（約360箇所)

・1945年 戦後
・1964年 東京オリンピック
・1965～70年 いざなぎ景気
・1970年 大阪万博

○ 東北における建設後５０年を経過したトンネルの割合は、現在は約１６％であるのに対し、
１０年後には約３２％となり、今後、トンネルの高齢化が急速に進行

（年度）
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笹子トンネル天井板落下事故

【天井板落下状況】 【笹子トンネル概要】

笹子トンネル（上り線）東京方面

昭和５１年 ２月２５日 トンネル本体完成
昭和５２年 ９月２４日 天井板工事完成
昭和５２年１２月２０日 供用

【山梨・大月市消防本部提供】
（平成24年12月3日）

追越車線側
天井板

走行車線側
天井板

隔壁板

隔壁及び吊り金具
5,300×1,100×100mm
隔壁 1.448t/枚
吊り金具 0.021t/箇所

B板
5,010×1,195×90mm
1.385t/枚

A板
5,010×1,195×80mm
1.16t/枚

①送気口 ②排気口 ③消火栓 ④火災検知器 ⑤水噴霧ノズル ⑥トンネル照明

⑦CCTV ⑧拡声放送 ⑨非常電話 ⑩非常駐車帯 ⑪避難連絡坑 ⑫情報板

○ 平成２４年１２月２日（日）午前８時３分頃、笹子トンネル天井板が約１４０ｍにわたり落下する
事故が発生し、天井板の下敷きになるなど、この事故により９人が死亡
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道路施設の老朽化対策に関する取組経緯

○ 笹子トンネル天井板落下事故［2012.12.2］

○ 道路ストックの集中点検実施［2013.2～］ ：第三者被害防止の観点から安全性を確認

○ 定期点検に関する省令・告示 公布［2014.3.31］ ：5年に1回、近接目視による点検

○ 道路の老朽化対策の本格実施に関する提言［2014.4.14］

○ 道路メンテナンス会議 設立［2014.4～］ ：地方公共団体の取組みに対する体制支援

○ 定期点検要領 通知［2014.6.25］ ：円滑な点検の実施のための具体的な点検方法等を提示

○ 定期点検に関する省令・告示 施行［2014.7.1］ ：5年に1回、近接目視による点検開始（1巡目）

○ 道路法の改正［2013.6］ ：点検基準の法定化、国による修繕等代行制度創設

○ トンネル内の道路附属物等の緊急点検実施［2012.12.7］ ：ジェットファン、照明等

○ 定期点検要領 通知［2019.2.28］ ：定期点検の質を確保しつつ、実施内容を合理化

● 定期点検 1巡目（2014～2018）

● 定期点検 2巡目（2019～） 8
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２．道路施設の点検状況
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18%

19%

18%

22%

17%

19%

24%

23%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実績

実績

実績

２巡目（２０１９～２０２１年度）点検実施状況（東北）

○ ２巡目（２０１９～２０２１年度）の累積点検実施率は、橋梁６４％、トンネル５９％、道路附属物等
５８％と着実に進捗。

【２０２１年度の点検実施状況（全道路管理者）】

(99.8%)

(99.4%)

(99.1%)

※（ ）内は、2巡目（2019～2021年度）に点検を実施した施設数
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※道路附属物等：シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等

橋梁
(46,801)

トンネル
(617)

道路附属物等
(1,892)

2020年度 1巡目点検(実績)

(11%)    (20%)        (29%)           (27%)        (13%)

(17%)     (15%)      (22%)         (25%)        (20%)

(11%)     (22%)        (27%)         (21%)       (19%)

(1巡目)

(1巡目)

(1巡目)

2019年度

64%

59%

58%

2021年度
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区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

２巡目（２０１９～２０２１年度）点検結果 （東北）

※（ ）内は、2巡目（2019～2021年度）に点検を実施した施設数
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある

29%

(13,403)

1%

(5)

23%

(440)

60%

(27,955)

51%

(313)

56%

(1,061)

12%

(5,399)

48%

(299)

21%

(391)

0.1%

(44)

0%

(0)

0%

(0)

橋梁

(46,801)

トンネル

(617)

道路附属物等

(1,892)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

橋梁・トンネル・道路付属物等の判定区分の割合
（全道路管理者合計）

○ ２巡目（２０１９～２０２1年度）の点検において、早期又は緊急に措置を講ずべき状態 （判定区分
Ⅲ・Ⅳ）の割合は、橋梁：１２％、トンネル：４８％、道路附属物等：２１％

判定Ⅲ,Ⅳ
全国:8%

判定Ⅲ,Ⅳ
全国:31%

判定Ⅲ,Ⅳ
全国:12%
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３．地方公共団体に対する支援
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13

市町村における維持管理体制（全国）

○ 市町村全体の職員数は、平成１７年度から令和３年度の間で約９%減少
○ 市町村における土木部門の職員数の減少割合は約１４％であり、市町村全体の職員数の減少

割合よりも大きい
○ 市町村全体の職員数は、近年増加傾向であるが、土木職員数は依然横ばい
○ 技術系職員がいない市町村の割合は約３割に上る

※１：地方公共団体定員管理調査結果より国土交通省作成。なお、一般行政部門の職員を集計の対象としている。また市町村としているが、特別区を含む。
※２：技術系職員は土木技師、建築技師として定義。令和3年度の割合。

約３割

【技術系職員がいない
市町村の割合】

※１、※２※１

752,309人 市町村全体では約９％減少

685,635人

105,187人

90,719人

うち土木部門は
約１４％減少

【市町村における職員数の推移（市町村全体、土木部門）】
（土木部門：人） （全体：人）

東北地方整備局



身の周りの老朽化現象（通行規制橋梁の増加）（全国）

※メインケーブルの破損、
主桁の腐食やコンクリート
床版の剥離により通行規制
を実施している事例

※道路局調べ（H30.4）
※東日本大震災の被災地域は一部含まず
※数値は各年度毎の通行規制等の発生件数

115 117 172 194 191 187 203 224 231 258 256 

862 

1,196 

1,592 1,680 
1,821 

1,917 1,981 
2,133 

2,328 

2,618 2,645 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H20.4.1 H21.4.1 H22.4.1 H23.4.1 H24.4.1 H25.4.1 H26.4.1 H27.4.1 H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1

都道府県・政令市等 市区町村

（橋）

○ 地方公共団体管理橋梁では、近年通行規制等が増加

【地方公共団体管理橋梁の通行規制等の推移(２m以上)】
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○ ２０１４年度より、国土交通省、地方公共団体の職員等を対象に、橋梁、トンネル等の点検に
関する研修を実施しており、２０２２年度までの受講者数は６１３人（地方公共団体：３３６人）

○ 道路メンテナンス会議において点検等に関する講習会を実施

地方への技術的支援①（研修・講習会）（東北）

【点検に関する研修の受講者数（累計）】

86

198

269

346

425

509
548 564

613

54

133
165

219
257

294
311 318

336

0

100

200

300

400

500

600

700

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

研修受講者数 うち地方公共団体職員の受講者数

橋梁点検講習会

【講習会の実施事例】

（人）

（年度）

※2022年11月10日時点

橋梁点検講習会

橋梁補修現場見学会 講習会(座学)

点検支援技術講習会

東北地方整備局



【直轄診断実施箇所とその後の対応】
【全体の流れ】

【東北の直轄診断・修繕代行箇所】

〈地方公共団体〉

点検・診断

〈道路メンテナンス会議〉

現地調査を踏まえ
直轄診断候補箇所の選定

〈国〉

直轄診断実施箇所の選定

直轄診断実施

結果とりまとめ

報告 推薦

報告

修繕代行事業、大規模修繕・更新補助事業等の実施

診断内容、地域の実情等に応じ、

○ 地方公共団体への支援として、要請により緊急な対応が必要かつ高度な技術力を要する施設
について、国が地方整備局、国土技術政策総合研究所、土木研究所の職員で構成する「道路
メンテナンス技術集団」による直轄診断を実施

○ 診断の結果、診断内容や地域の実情等に応じ、修繕代行事業、大規模修繕・更新事業を実施

地方への技術的支援②（直轄診断・修繕代行）

H28 万石橋（秋田県湯沢市）
修繕代行 H29着手、R2完

主桁・床版のCon断面修復、
ひび割れ注入、ゲルバー連続化

H27 沼尾シェッド（福島県下郷町）
修繕代行 H28着手、H29完
ひび割れ注入、断面修復、
支柱補強、ｼｪｯﾄﾞ上部土砂撤去

H26 三島大橋（福島県三島町）
修繕代行 H27着手、H28完
ボルト全数交換(約18,200本)
塗装塗替、橋面防水工
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体系的な技術アドバイスの仕組みの構築
東北地方整備局



４．道路メンテナンスセンターについて
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道路メンテナンスセンターについて
東北地方整備局

○ 平成３１年度より順次、全国各地に「道路メンテナンスセンター」を設置

○ 地域のメンテナンス拠点として、地方公共団体の施設の診断・修繕の代行、高度な技術を要
する施設に関する相談、点検に関する技術指導や研修を実施

＜直轄向け＞
• 直轄管理国道における橋梁等の健全性の診断等
• 劣化予測や修繕計画の最適化などアセットマネジメント

の検討・導入（メンテナンスデータの管理・分析等）
• 修繕工事の技術的支援（事務所への助言）

＜地方公共団体向け＞
• 直轄診断、修繕代行
• 道路構造物保全に関する相談窓口
• 地方公共団体職員等を対象とした研修・講習会

＜研究開発＞
• 橋梁メンテナンスに関する技術研究開発

■業務内容 ■各機関との連携イメージ

直轄診断後自治体に説明する様子 研修実施状況

道路

メンテナンス

センター

国総研

土研

直轄

事務所

地方

公共団体

高度な案件の
相談

相談

助言等

相談

助言等

設置年度 組織名

H31
関東道路メンテナンスセンター

中部道路メンテナンスセンター

R2
近畿道路メンテナンスセンター

中国道路メンテナンスセンター

R4 九州道路メンテナンスセンター

R5 東北道路メンテナンスセンター

■全国の道路メンテナンスセンター
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○急速に老朽化する社会資本の対策を強化するため、点検データ等を活かした、より戦略
的・効率的なメンテナンスを推進するための組織として、「東北道路メンテナンスセンター」を
設置。

○直轄国道における橋梁等の健全性の診断、高度な技術を要する修繕工事等を担当するほ
か、蓄積されたメンテナンスデータの管理・分析による劣化予測や修繕計画の最適化、新
技術の活用などアセットマネジメントによる道路メンテナンスの高度化を推進。

○また、道路メンテナンスに係る地方公共団体支援として、施設の健全性の診断・修繕の代
行、高度な技術を要する道路構造物保全に関する相談への対応、地方公共団体の職員等
を対象とした研修等の技術支援を担当。

【業務内容】

直轄管理国道における橋梁等の健全性の診断
高度な技術を要する橋梁等の修繕計画の策定、設計、
工事
劣化予測や修繕計画の最適化などアセットマネジメント
の検討・導入（メンテナンスデータの管理・分析等）
橋梁メンテナンスに関する技術研究開発
地方公共団体管理施設の直轄診断、修繕代行
地方公共団体の道路構造物保全に関する相談窓口
地方公共団体の職員等を対象とした研修・講習会

東北道路メンテナンスセンターの設置について
東北地方整備局



令和５年４月１１日（火）東北道路メンテナンスセンター開所式
山本局長 石津センター長 看板設置

山本局長 石津センター長 看板設置

令和５年４月１２日(水)

日刊建設工業新聞 ６面

山本局長と石津センター長による看板設置で開所式は滞りなく終了。
12日(水)の一般紙１社、業界紙２社の記事に掲載されました。

出席者 記念撮影

山本局長 訓示 石津センター長 挨拶

東北道路メンテナンスセンター開所式
東北地方整備局
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技術相談のながれ

急速に老朽化する社会資本の対策を強化するため、点検データ等を活かした、より戦略的・効率的なメンテナンスを推進するための組織とし
て、令和５年４月１日に「東北道路メンテナンスセンター」を設置しました。
東北道路メンテナンスセンターでは、直轄国道の橋梁点検・診断で培ったノウハウを活用し、地方公共団体向けの技術相談を行っています。

いま、多くの道路管理者が、インフラメンテナンスの人材や技術力、予算不足という課題を抱えています。

東北道路メンテナンスセンターでは、メンテナンスに関する技術的な助言やサポートを実施しています。

ご相談内容によっては、現地調
査を実施して、実際に対象橋梁
や道路状況等を見ながらメンテナ
ンスセンター職員他が現地にて技
術的な説明を行います。

現地調査

相談内容に対する技術的助言や
情報提供を行います。
また、必要に応じて調査報告書等
のレポートも作成し提供します。

技術的助言・情報提供

電話もしくはメールでお問い合わせください。
ご相談を受け付けた後、担当者からお返事します。

【窓口】東北道路メンテナンスセンター 技術課
【連絡先】電話：０２２ー３５２ー３８１１（代表）

メール：thr-tohoku-mc@ki.mlit.go.jp

相談受付

「点検のポイントを教えてほしい。」
「損傷の原因が分からない。」
「点検の診断結果が正しいか教えてほしい。」
「補修方法の基準や選定方法がわからない。」
「点検支援技術を使ってみたいが、どんな技術
があるのか教えてほしい。」
「技術力向上のため研修講師をしてほしい。」

等、現場で困っていることをご相談ください。

お手持ちの資料（橋梁台帳、点検調
書等）を準備いただき、ご相談内容
をお聞かせください。
必要に応じて、打ち合わせ（ｗｅｂ会
議システムでも可能）や現地調査準
備なども行います。

相談内容の確認

打ち合わせや現地調査等が不要な場
合は、ご提供いただいた資料を参考
にメールにて回答します。

回答

地方公共団体のみなさまへ

～ 技術相談を行っています ～

※技術相談に係る費用負担はありません。ただし、相談内容により他機関の協力が必要となった際は、費用負担が生じる場合があります。
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地方への技術的支援③（技術相談）
東北地方整備局
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地方への技術的支援④（伊達崎橋修繕代行事業）
東北地方整備局

【事業の概要】

伊達崎橋は、福島県が管理する（主）浪江国見線の阿武隈川に架かる橋梁であり、橋脚基部にコンクリートの剥
離や一部で鉄筋のはらみ出しや破断及び河床洗掘が直轄診断で確認されました。補修には高度な専門知識を
要することから、国による修繕代行事業として保全対策を行うものです。

【令和５年度の事業内容】 調査設計等を実施します。

▲側面図

至 浪江町 至 国見町

至 国見町

至 浪江町

▲下部工 橋脚基部の損傷状況

橋脚周りがえ
ぐられた状況

▲基礎工 河床の洗掘状況

▲伊達崎橋 全景

▲標準断面図
【整備効果】

橋梁保全対策の実施により、橋梁の健全度確保や延命化を図り、安全かつ円滑な車両の通行を確保します。



ご清聴ありがとうございました

東北地方整備局


